
教科教育専攻 数学教育専修
初等教育履修分野／中等教育履修分野

主な開講科目
線形代数／微分積分
数理プログラミング
情報数理基礎
数理統計Ⅰ／図形と位相
初等教科教育法（算数）
算数・数学教育実践演習Ⅰ・Ⅱ
中等教科教育法Ⅲ・Ⅳ（数学）
算数・数学教育実践演習Ⅲ・Ⅳ
フーリエ解析
コンピュータと数学

　数学は一般には難解な教科と思われ
がちですが、自然現象や社会現象のい
ろいろな法則を知るために欠かせない
教科で、日常や社会生活に必要な学び
があり、理解できればこんなに楽しく明
快なものはありません。
　数学教育専修では、大学4年間で人
類が培ってきた数学の体系の一端に触
れるとともに、数学の内容及びその指
導法について学びます。学習を通して、
数学的な見方や考え方を身に付け、教
育についての自らの理想を高め、指導力
に優れた教員を目指しましょう。

　数学教育専修を希望する学生には、数学を含
め、いろいろな分野に興味・関心を持ち、客観的
に物事を捉えることができる能力を備えているこ
と、また、他人のよさがわかる豊かな人間性を備え
ていることを希望します。昨今、学力低下が叫ばれ
ていますが、まず学校の先生が自ら学ぶ姿勢を
児童・生徒に示していくことが大切です。数学を理
解するには、何度もチャレンジする姿勢が必要で
す。常に考え続ける姿勢で取り組みましょう。

　学生の組織として、数学教育講座
には数学研究会があります。主な活
動としては、半世紀以上にわたり続け
てきた夏の算数・数学教室があります。
カリキュラム外の活動ですが、活動を
通して算数・数学を学ぶことのよさを
共有し合うとともに、一つの目的に向
かって計画的・組織的に教育活動を
展開していくことの大切さを学びます。

　算数・数学の内容を通して児童生徒を育ててい
く数学教育、文字や記号を使って数の関係や性
質を学ぶ代数学、物の形や大きさ・位置など空
間に関する性質を研究する幾何学、高校で学ん
だ微分や積分をさらに進める解析学、数学の世
界にコンピュータを活用するプログラミング、確
率・統計をさらに深める分野などがあります。

学びのポイント

学びの領域

幾何学

  確率論・
統計学

  算数・
数学科
教育

応用数学
（コンピュータ

関連）

代数学

解析学

数学の内容とともに、
その指導法を学びます

常に考える姿勢で
取り組みます

数学研究会
（学生の組織）

各分野をバランスよく学びます
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深い数学の背景を踏まえた、算数・数学に関する指導力に優れる
人間性豊かな教員を養成することを目指します。

在学生の声

・伊藤 直治教授／応用数学
  応用数理学・数理工学
  システム制御理論の研究

・川﨑 謙一郎教授／代数
  可換代数学 ベクトル空間の拡張
  である加群の構造に関する研究

・近藤 裕教授／数学科教育
  数学教育学 算数・数学の
  授業改善に関する研究

・高木 祥司教授／確率・統計
  数理統計学 推定・検定における
  漸近最適性理論の研究

・高橋 亮准教授／解析
  偏微分方程式論 特異性が発現す
  る偏微分方程式に関する研究

・舟橋 友香准教授／数学科教育
  数学教育学 算数・数学科授業に
  関する国際比較研究

取得できる免許状
・〔初等教育履修分野〕小学校教諭一種 等
・〔中等教育履修分野〕中学校教諭一種（数学） 等
（P.6,7「取得できる免許状・資格」のページ参照）

卒業後の主な進路
　中学校・高等学校教諭（数学）と小学校教諭が主な進路です。
常勤講師、非常勤講師も合わせると、教員志望卒業生のほぼ100％
が、各都道府県の公立・私立の教員となり、現在活躍しています。
本学には大学院があり、学部卒業生も進学しています。そこでは、高
度な専門職としての教員を目指して、学部の教育内容をさらに推し
進め、自分のテーマを持って研究してゆくことになります。

数学教育専
修の授業ス

ケジュール My M ScheduleSS

先輩方、先生と一緒に数学ま
たは数学教育について学びます。
様々な考えを交流でき、とても
深い学びができます。

算数・数学教育実践演習Ⅰ

学生同士で、中学数学または
高校数学の一部の模擬授業を行
い、授業研究をします。授業を
する際はもちろん、他の学生の模
擬授業を見て学ぶこともできます。

中等教科教育法Ⅳ（数学）

数学教育専修では、高校までの数
学の内容を基礎としながらより専門的
な数学へと踏み込んでいきます。内
容は様々ですが、教師として「教える」
ために必要な数学の専門知識を幅広
く学ぶことができます。それに加えて
板書や生徒指導、授業の作り方といっ
た教育のスキルも同時に学んでいきま
す。「数学」と「教育」という二本の軸
を確実に鍛え、卒業時に教師として
一歩を踏み出せるように1年次から徹
底した学びを受けることが出来ます。
また、学んだ内容を実践する場と
して本専修独自の取り組みの「算数数
学教室」というものがあります。地域
の小中学生に算数・数学の授業を行
うというもので、企画から運営まです
べて学生が行う、実践力を養える取
り組みになっています。
このような素晴らしい環境の中で、
皆さんも教師を目指してみませんか。

tuden t’sSS Voi ceVV

数学教育専修３回生
寺西 柚稀さん
（京都府立
洛西高等学校出身）

「数学の「楽しさ」
を教えるために」

MON

【3回生前期の一例】

T U E W E D T H U F R I

1・2時限

3・4時限

5・6時限

7・8時限

9・10時限

数理統計Ⅱ

幾何構造

集中講義

算数・数学教育
実践演習Ⅰ

学校支援実践

新理数教育Ⅲ

中等教科
教育法Ⅲ（数学） 事前指導

コンピュータ
ネットワーク

生徒指導・
教育相談Ⅱ

中等教科
教育法Ⅳ（数学）

システム
プログラミング代数構造Ⅱ

情報と職業

フーリエ
解析

中等教科
教育法（情報）

インフォメーション教育システム

教科教育専攻

プロローグ

教員および専門分野（令和元年5月1日現在）
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